










































































































氏名 生年 出身地 移住地 事績（移住経路・糸満漁業への参加・移住後の漁
業等）
出典
1 大田満雄 1918年那間 沖永良部島 1932年糸満売り一慶良間諸島一各地一1950年沖
永良部島
A
2 奥内村 麦屋 沖永良部島・和泊 一追い込み網の漁携責任者，1940年頃網組継承，
1945年まで
B
3 竹下為次郎 1911年 沖永良部島 一追い込み網の漁携責任者 AB
4 玉栄栄富 1902年立長 沖永良部島 糸満漁民の追い込み網加入一1920年漁携責任者，
1937年頃網組継承
AD
5 西春里 麦屋 沖永良部島 一追い込み網の漁携責任者，1947年頃網組継承，
1970年頃まで
A
6 藤田菊宜見 沖永良部島 一追い込み網の漁携責任者，1962，3年頃網組継
承，1970年まで
B
7 向井富隆 1915年立長 沖永良部島 1931年糸満売り一1934年移住，追い込み網経営，
1953年まで
ABD
8 山下富直 1936年 沖永良部島 一追い込み網加入，奄美群島経由一移住 B
9 山下直善見 1911年 沖永良部島・和泊 糸満売り一与論で追い込み網一1955年移住 B
10山下安富 1962年 沖永良部島・手々知名 一 1984年追い込み網経営 B
11吉田富松 1908年立長 沖永良部島・手々知名 1922年糸満売り一1928年移住，追い込み網経営ABD
12奥村村菊 麦屋 徳之島・平土野 一 1939年移住，追い込み網経営 B




15酒井栄作 1925年 徳之島・平土野 1939年糸満売り一福岡県大牟田市一与論島一
1946年移住，追い込み網組継承
B
16里光義雄 1931年 徳之島・亀津 1946年糸満売り，徳之島で追い込み網一一1951移
住
B
17杉峯中 1910年麦屋東 徳之島 糸満売り一与論島で追い込み網経営一1970年代，
移住
B
18永井民兼 1904年麦屋東 徳之島・亀津 糸満売り一1930年頃追い込み網経営，1960年頃ま
で
A
19永井為兼 徳之島 一追い込み網経営 B
20原田村澄 1915年 徳之島 B
21原田森高 1919年 徳之島 B
22堀江岸里 麦屋 徳之島 一 1948年頃，追い込み網組継承，1952，3年までB
23ES 1926年 徳之島・亀津 一福岡県大牟田市一糸満漁民の追い込み網一
1945年移住
B
24白来秀安 1910年古里 徳之島・古仁屋 1926年糸満売り一1939年頃奄美大島で追い込み
網経営，1957年まで
B
25重村冨里 1903年立長 徳之島・古仁屋 1923年糸満売り一1947年頃奄美大島で追い込み
網経営，1962年まで
B






氏名 生年 出身地 移住地 事績（移住経路・糸満漁業への参加・移住後の漁
業等）
出典
27 貞新元 屋久島・中間 一 1920年代，追い込み網一中間 BCG＊
28ホリキクツネ 屋久島・中間 一 1920年代，追い込み網一中間一与論島 C＊
29山崎村生 1898年 屋久島・中間 一 1920年代，追い込み網一中間 BCG＊
30益田兼徳 屋久島・永田 一 1920年代，追い込み網一中間一永田 BC＊
31 箕作永吉 1933年麦屋東 屋久島・春牧 一 1947年徳之島で追い込み網経営一1954年移住CJ＊
32箕作喜志順 1922年麦屋東 屋久島・春牧 1936年糸満売り一徳之島，沖永良部島で追い込
み網一1946年移住
CI＊
33箕作順志 1953年麦屋束 屋久島・春牧 1972年【35】により移住 C＊
34箕作浩一 1961年一 屋久島・春牧 第2世代 C＊
35箕作行金 1931年麦屋東 屋久島・春牧 一 1938年頃沖永良部島，徳之島で追い込み網一
1950年頃移住，1959年頃ロープ引き開始
BCH＊
36重久直一 1938年麦屋東 屋久島・春牧 C＊
37重久直恵 麦屋東 屋久島・春牧 C＊
38重久直秀 1950年麦屋東 屋久島・春牧 1965年【37】により移住 C＊
39末原新澄 麦屋束 屋久島・春牧 C＊
40末原新市 1958年一 屋久島・春牧 第2世代 C＊
41杉先盛 1910年麦屋東 屋久島・春牧 一 1928年徳之島，糸満漁民の追い込み網
一奄美大島一1936，7年頃移住
CH＊
42杉利徳 1952年麦屋東 屋久島・春牧 C＊
43杉峯先 麦屋西 屋久島・春牧 CI＊
44原田森澄 1934年麦屋東 屋久島・春牧 一 1948年徳之島で追い込み網一1954年移住C＊
45原田森中 1926年麦屋東 屋久島・春牧 一 1933年頃沖永良部島一1943年奄美大島
一戦後徳之島一1960年頃移住
C＊
46若松内渡美 1908年麦屋東 屋久島・春牧 糸満売り一与論島で追い込み網参加一1954年
【47】により移住
BCHI＊
47若松内仲 1912年麦屋東 屋久島・春牧 1930年糸満売り，糸満の追い込み網で各地一
1936年【41】により移住
BCI＊
48若松貞男 1939年麦屋東 屋久島・春牧 C＊
49若松正輝 1944年麦屋東 屋久島・春牧 C＊
50龍徳蔵 麦屋西 屋久島・春牧 1938年移住 CH＊
51青山五郎 種子島・芦野 一福岡県大牟田市一1932年頃徳之島一移住 B
52SM 1917年麦屋 沖縄本島・糸満市 1930年糸満売り一フィリピンへ追い込み網一戦
後，糸満市
B
53森盛吉 1917年 沖縄本島・糸満市 1930年糸満売り一糸満市 E
















































































































島名 市町村 1968 19701971］972 19731974 1975 1976 1977 1978［年］
種子島 西之表 4 5 5 5 10 7 7 7 6 6
中種子
南種子 5 6 6 6 6 3 3 3 4 4
屋久島 上屋久 2 3 2 7















総計 20 23 19 19 24 17 19 25 31 39
島名 市町村 1979 198019811982 1983 1984 1985 1986 19871989 19 01993［年］
種子島 西之表 6 6 14 14 14 1414 11 ll 5 6 6
中種子 1 1
南種子 4 8 4 4 4 4 5
屋久島 上屋久 8 8 8 9 5 6 7 1 1 1 4
屋久 22 22 21 21 19 2123 19 20 17 18 15
奄美大島 名瀬 1
住用 1 1 1
大和 1 3 3 3
宇検
瀬戸内 4 4 1
竜郷 1 1 2 4 4 4 3 3 1 1
笠利 4
喜界島 喜界 1 1 1 3 1
徳之島 徳之島 3 3 5
天城 5 5 5 5 3 5 5 2
伊仙 2 2 2 2
沖永良部島 和泊 4 4 4 10 14 14 12 18 16 5
知名 3 3 3 4
与論島 与論 12 12 1450 50 3027 28 16 10
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1936 92，713 121，813 76．1
1941 157，036 179，821 87．3
1948 129，691 141，525 9L6
1957 6，750，000 10，424，000 64．8
1958 18，450，000 22，590，000 81．7
1960 32，956，000 38，490，000 85．6
1974 121，576，000 151，087，000 805
1979 141，560，000 288，604，000 49．0
1981 230，272，000 557，240，000 41．3
トビウオ率は，総漁獲高に占めるトビウオ類の割合で，％の少数第2位で四捨五入した。
（下屋久村『下屋久村村勢要覧』（1936年，1941年，1948年），屋久町『屋久町町勢要覧』
（1959年，1961年，1977年，1982年）により作成）
きの受容によって経済的に補完されたといえる。これを，移住漁業の在来漁業に対する補完性とい
うことができる。
　関連して，筆者は，かつて，屋久島の在来漁民におけるロープ引き漁の受容について，単一・周
年性のまま受容した地域と，季節的に限定して受容した地域があることを指摘した［野地1998b：91－
92］。季節的に限定した受容の場合，1年の漁業暦の構成において，衰退したジキトビ漁をロープ引
き漁と入れ替えることによって，従来の漁業体系を壊すことなくロープ引き漁を受容した。これを，
移住漁業の在来漁業体系に対する補完性ととらえることもできる。
4　汎用性
　網・ロープの巻き上げの機械化によって，ロープ引き漁の漁携技術の簡略化と省力化がなされた。
この改良は，ロープ引き漁の受容に対する技術的ハードルを低くしたといえる。漁携技術の特殊性
によって一部の漁民に独占された漁業は，移住地域に展開する漁業にはならない。ロープ引き漁は，
独占された特殊技術ではなく，広範囲な受容を可能にする汎用的な漁法である。これを，漁携技術
の汎用性ととらえる。
　以上，移住漁業の漁携技術的特徴として，単一・周年性，補完性，開拓性，汎用性を抽出した。
移住漁業は，在来漁業のなかに，移住漁民が生きていく場として創出された漁業である。そうした
漁業を創出するための属性が，ここに抽出した4つの属性であるといえる。この4つの属性はそれ
ぞれ関連して，一つの移住漁業を構成している。
おわりに一移住漁業の在来漁業化と移住漁民の定イ主
　与論島漁民によって開始されたロープ引き漁は，屋久島の漁業になった。このことは，移住漁民
のおこなう漁業が在来漁民に集団的に受容され，その地域全体の漁業生産に占める割合の高い漁業
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となることを意味する。これを，移住漁業の在来漁業化という。移住漁業の在来漁業化によって，
移住漁民は在来漁村のなかに組み込まれるのである。
　追い込み網漁が，屋久島の在来漁民によって，第2次大戦後に1シーズンだけおこなわれること
があった（屋久町中間）。しかし，追い込み網漁は20人から30人の泳ぎ手を必要としたため，乗組
員確保の困難さからその存続には至らなかった。潜水によって魚を追い込んでいくという特殊技術
や大規模な操業といった点から，追い込み網は在来漁業化しなかったのである。追い込み網漁は，
一部の特殊技術を有した漁民集団に独占された漁業ということができる。糸満漁民の追い込み網漁
は彼らの出漁活動を特徴づけた漁法であった。野口武徳は，1890年代末から1910年代に糸満漁民
が奄美群島に移住した条件として，移住先が「漁業における空白地帯」であったことを指摘してい
る［野口1965：46］。しかし，移住地域が「漁業における空白地帯」ではなく，既存の在来漁業がお
こなわれている地域である場合，追い込み網は移住漁業として展開しえないのではないかと考える。
追い込み網漁の漁携技術において，単一・周年性や開拓性は指摘できると予想されるが，補完性や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）汎用性において不適格なのではないかと考える。
　春牧の与論島漁民が，移住過程で，沖永良部島・徳之島・奄美大島において糸満漁民の追い込み
網に関係したことにふれた。こうした島々の追い込み網漁では，島外出漁がかつてのようにおこな
われることはなく，第2次大戦後には，その網組のほとんどが消滅した［表1，及び，中楯1989：
272－283］。ロープ引き漁を在来漁業（ジキトビ漁）の衰退に代わって登場したととらえた。それに
対して，ロープ引き漁を与論島漁民が移住地域でおこなってきた漁業としてみると，それは追い込
み網漁の衰退に代わって登場したととらえることもできる。ロープ引き漁は，追い込み網の衰退を
経験した与論島漁民が，追い込み網の移住漁業としての不適格な点を改良することによって開発さ
れたといえる。
　他の地域の移住漁業をみると，1890年代以降に青森県下北郡大畑町湊地区へ移住した日本海沿岸
出身の漁民は，移住漁業としてイカ（和名スルメイカ）釣り漁を開始した。イカ釣り漁は，大畑町
の在来漁業として受容され，大畑町の漁獲高全体の90％以上を占める中心的漁業に成長している
［野地1987］。移住漁業のイカ釣り漁は在来漁業化したといえる。このイカ釣り漁を，移住漁業の
4つの属性から検討してみよう。その漁期は3月～12月で，対象魚種はスルメイカ，アカイカ，
ヤリイカなどのイカ類から構成されており，イカ釣り漁に従事する漁民はこの漁を周年操業してい
る（単一・周年性）。移住漁業の開始以前，大畑町湊地区ではイカ釣り漁はおこなわれておらず，
移住漁民によって下北半島北部の沖合が漁場として開拓された（開拓性）。大畑町湊地区では，主
たる在来漁業のイワシ地引き網が衰退したのに代わってイカ釣り漁が導入された（補完性）。イカ
釣り漁具の導入や，イカを誘導しつつ針に引っかけて釣り上げるという漁法の体得が容易におこな
われた（汎用性）。大畑町湊地区の移住漁業に，4つの属性のすべてを指摘することができる。
　また，静岡県下田市下田地区へ移住した高知県奈半利町加領郷の漁民がおこなうカツオ釣り漁は，
移住先の在来漁業とは別個に独立的におこなわれた［野地1998a］。移住漁業のカツオ漁は在来漁業
化しなかった。この漁を，移住漁業の属性から検討してみよう。下田地区の在来漁業としてカツオ
釣り漁はおこなわれていなかったことから，その開拓性を指摘することはできる。しかし，カツオ
釣り漁は太平洋岸を北上するカツオを季節的に移動しながら漁獲する漁法であり，伊豆半島の沿岸
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漁場だけでこの漁を周年操業できないことから，その単一・周年性は指摘できない。在来漁業の磯
漁を中心とする沿岸漁業は持続的におこなわれていることから，カッオ漁の在来漁業に対する補完
性は指摘できない。カツオ漁と磯漁は，漁場，漁携技術，漁船規模の点において大きく異なること
から，カツオ漁の在来漁業に対する汎用性は指摘できない。下田市下田地区の移住漁業に，4つの
属性のすべてをとらえることはできない。
　移住漁業と在来漁業の関係から漁民の移住をまとめれば，移住漁業の構築の仕方には，在来漁業
の既存の枠組みに加入し組み込まれる形で構築する既存加入型と，在来漁業とは別個に独立した形
で構築する独立型がある。そして，独立型の移住形態のなかに，在来漁民に受容されうる移住漁業
をおこなう場合と在来漁民に受容されない移住漁業をおこなう場合があるということになる。在来
漁業の空白地帯へ移住する漁民は，在来漁民に受容されない移住漁業を展開させて定住していくこ
とが可能であろう。その例として，糸満漁民の追い込み網漁業や北海道漁業があげられる。しかし，
在来漁業がすでにおこなわれている地域に移住した漁民が，在来漁民に受容されない移住漁業をお
こなう場合，その移住は，出漁の延長としての一時的移住であり，彼らは出漁地域に定住したとは
いえないのではないだろうか。たとえば，先にふれた在来漁業化しない移住漁業をおこなう下田市
下田港の移住漁民の場合，1970年代から下田港の漁業基地としての役割が弱まってくると，移住第
1世代の帰郷や，出漁中だけの居住形態がみられるようになる。
　定住とは，移住活動の完了である。在来漁業がすでにおこなわれている地域への移住の場合，移
住漁民は，在来漁業として受容可能な漁業を創出することによって定住に成功したとみることがで
きる。つまり，定住（移住活動の完了）の指標として，移住漁業の在来漁業化をあげることができ
る。本稿で抽出した移住漁業の漁携技術的特徴は，在来漁業がすでにおこなわれている地域のなか
で，定住のために創出される漁業の特徴でもあると考えられる。
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部省科学研究費補助金（奨励研究A）課題番号07710219，平成8年度文部省科学研究費補助金（奨
励研究A）課題番号08710215によって得られた資料を使用した。
註
（1）一たとえば，日本海沿岸に分布する民謡や伝説に　　平洋岸に分布するカツオ釣儀礼に対するカツオ釣漁民の
対する航海者や漁民の活動［柳田1969，北見1975］，太　　出漁［神野1983，1991］，漁携技術や儀礼用具の分布に
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対する出漁漁民の活動［小島1995］が想定されている。
（2）一そのなかで，実証的研究として，池田哲夫は，
新潟県佐渡島出身のイカ釣り漁民の出漁・移住をとらえ，
イカ釣り具の伝播範囲・経路，日本海沿岸各地の漁具の
形態や信仰儀礼の比較をおこなっている［池田1987，
1988，1989，1990，1991，1993］。また，鷹田和喜三は，
北海道における移住漁民の伝統的行事や同郷集団を取り
あげて，出身地である「母村」と比較することによって，
伝統文化の継承と変容や，漁業移住を生み出す社会的背
景を考察している［鷹田1989a，1989b，1990，1992］。
（3）一屋久島に居住する与論島漁民を調査対象とした
ものとして，筆者による与論島漁民の移住とロープ引き
漁に関する報告［野地1985］，石原昌家による移住過程
の生活史調査［石原1988］，中楯興を代表とする糸満漁
民の学際的研究［中楯1989］がある。石原や中楯の研究
では，与論島漁民は糸満漁民研究の一部としてとらえら
れているが，筆者は，糸満漁民と対比されうる移住漁民
の特徴を，与論島漁民研究からとらえたいと考えている。
また，筆者は，屋久島のおけるロープ引き漁の漁場利用
の季節変化をとおして，与論島漁民の漁業活動と地元漁
民のそれを比較した［野地1998b］。
（4）　　筆者は，屋久島における与論島漁民の移住につ
いて，与論島での生活，移住に至るまでの生活，移住後
の生活という点から移住者個人の生活史を聞き取りする
とともに，屋久島移住の与論島漁民の生活史を，与論島
漁民の移住全体のなかに位置づけるために，散見する屋
久島以外に移住した与論島漁民の事例について集成した
［野地1995］。表1は，これをもとに作成した。
（5）一与論島では，1899年から三池炭坑への集団移住
がおこなわれ，福岡県大牟田市や熊本県荒尾市に移住集
落が形成された。1938年に，これらに居住する人たちに
よって「与州同志会」という同郷人組織が結成された。
1947年に，共同納骨堂（「与州奥都城」）が建設され，1990
年，276基が納骨されている。大牟田荒尾には，約2000
人の与論出身者が居住する［与論町誌編集委員会1988：
346・378］。また，与論島から三池炭坑への集団移住を
とらえたものに，川崎澄雄［1991］，森崎［1975］，森崎・
川西［1996］の著作がある。
（6）一種子島の西之表市田之脇と中種子町大塩屋では，
糸満漁民の移住例が指摘されている［石原1989，中楯
1989：490－498］。
（7）　与論町麦屋は西区と東区に分かれている。さら
［移住漁民と移住漁業］・…　野地恒有
に出身地を詳しくみると，麦屋の18例中16例が麦屋の
東区である。
（8）一チュウトビは20尾で1箱，アゴやセミは80尾
で1箱である。
（9）一トビウオ類の同定にあたっては，阿部［1963］，
益田・荒尾・吉野［1980］，今井［1959，1960］を参考と
しておこなった。
（10）一シオメには，オオジオメといって，渦を巻いて
波立っている大きなシオメや，アブラジオメといって，
油を流したようになっているシオメがある。シオメは魚
群発見の目印になる。しかし，シオメに入ってしまうと，
渦に巻き込まれて網が絡まったり，網が沈んでしまい重
くてあげられなくなったり，網が海底の岩にかかってし
まうことがあるという。
（11）　網を船でひいて漁獲する「船ひき網」の場合，
一般的に，「曳く」を用いて「船曳網」と記載する。「ロー
プひき」の場合，ロープを船がエンジンで曳いているの
ではなく，引っ張り合いながら，潮に流しているところ
から，「引く」を用いて「ロープ引き」と記載することと
する。
（12）一たとえば，第13金吉丸の網組は6人から構成
されているが，本船の船長，ボールローラー担当の2人，
ロープ船のスミテの，最低4人で操業可能である。1995
年の8月28日から9月27日に，第13金吉丸はのべ21
日出漁した（図1）。そのうち，網組の6人全員がそ
ろったのは1日だけであり，最低人数の4人による出漁
は7日あった。船長が船内中央部のローラーを兼ねるこ
とによって3人でも操業は可能ではあるというが，3～
4人では恒常的に操業を続行することはむずかしい。
（13）一竹川大介は，沖縄県石垣島の追い込み網が，方
名でグルクンと総称される9種類からなるタカサゴ科の
魚を対象として年間操業されることを述べている。ここ
から，追い込み網漁の単一・周年性をとらえることがで
きる。また，その漁携技術において，新技術の導入に積
極的だが固執もしない性格などから進取性をとらえてい
る。この進取性は開拓性ということもできる。しかし，
この進取性は，広範囲な珊瑚礁海域のなかで移動してお
こなう漁業としては適応した戦略ではあるが，局地的に
みると資源の継続的利用と矛盾することを指摘している
［竹川1996］。つまり，地先沿岸の漁場利用に限ってみ
ると，資源の継続的利用と矛盾する進取性は，追い込み
網漁の在来漁業化と結びつかないといえる。
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Migrated　Fishermen　and　the　Migratory　Fishery：Migration　of　YOron
Fishermen　to　Yaku　Island　and　Theirτbchniques　of　Fishery
NOJI　TSunea㎡
This　report　deals　with丘shermen　who　migrated　from　Ybron　Island　（Ybron－cho，　O　shima－gun，
Kagoshima　pref）to　Yaku　Island（Yaku－cho，　Kumage－gun，　Kagoshima　pref．）and　their　introduction
of　the　rope　pulHng　fishery　to　Yaku　Island．　It　also　cla亘fies　the　characte㎡stics　of　the　fishery
transmigrated　from　the　point　of丘shing　techniques．　In　Yaku－cho，　Harumaki，　the丘shermen　from
Mugiya　district　of　Ybron　Island　began　to　setUe　down　in　the　second　haH　of　the　1930’s．　They　started
the　rope　pulnng　fishery　in　the　latter　1950’s　and　brought　this　new　way　of丘shing　to　the　m司or丘shery
in　Yaku　Island．　This　fishery　is　technologically　l）ased　on　the　traditional　net　fishedes　such　as　va亘ous
waiting　net　or　tuck　net五sheries，　but　it　simpU丘es　the　way　of　driving丘sh　into　the　net　bag　normally
by五shermen　or　with　stones；it　chases丘sh　with　threatening　strips　of　board．　In　the　second　half
of　the　1970’s，　the　winding　up　of　ropes　and　net　was　mechanized．　The　rope　pul且ng五shery　spread
around　Yaku　Island　as　it　made　the　techniques　simpU丘ed　and　reduced　in　labor．
　　　　　Here　we　define　the　migratory五shery　as　the丘shery　done　by　migrated丘shrmen　in　the　place
setded　down，　and　the　native五shery　as　the　one　done　by　native丘shermen．　When丘shermen　migrate
to　a　place　which　has　already　native　6shery，　the　migrated丘shermen　can　be　said　to　have　settled
do㎜successfully　by　creating　receivable五shery　as　native　one．　The　development　of　the　migratory
丘shery　needs　high　percentage　of　the　丘sh　catch　of　an　area　a丘er　it　is　co11ec廿vely　received　nadve
丘shermen．　This　is　called　naturaUzation　of　the　migratory　fishery　When　migratory丘shery　by
migrated　fishermen　is　naturalized，　they　can　be　said　to　have　admitted　and　settled　down　in　a
community　The　characteristics　of　this　kind　migratory丘shery　can　be　abstracted　from　the　techniques
of　the　rope　pu1Hng　fishery；they　should　be　simple，　all　year　round，　exploitative，　supplementary　and
usal）le　for　various　purposes．
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写真3　スミテ 写真4　ビロ
写真5　脅し具としての石 写真6　ボールローラー
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